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宮城県石巻市 稲刈り前

ロボ圃場はかなり雑草は少なく実りも良い、近隣の慣行圃場は一部ヒエが目立つ場所もある

ロボ圃場 チェーン除草圃場 近隣慣行圃場
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●実証試験事例 （2022年 広島県神石高原町）

ロボ引き上げ時の様子

アイガモロボ除草のみで雑草

量を73％削減し、収量は2割UP

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800

無除草 アイガモロボ除草

地
上

部
乾

物
重

[g
 m

-2
]

水稲収穫期雑草量

クログワイ

オモダカ

イヌホタルイ

タマガヤツリ

コナギ

ノビエ

●有機水稲栽培の課題は雑草

●アイガモロボの使用ポイント

抑草効果を得るためには、ロボが安定稼働し、圃場の濁

りが持続することが重要

①水位5㎝以上を維持：スタックによる稼働率低下防止

②水没しない大きさの苗：初期の生育不良防止

③圃場の均平化

☞ 理想は高低差3㎝以内

水稲用自動抑草ロボット
「アイガモロボ」

お問い合わせ先
農研機構西日本農業研究センター 電話:084-923-5342 E-mail:asamih601@affrc.go.jp （浅見秀則）

有機農業の普及発展に向け井関農機、有機米デザインと農研機構が共同研究
を開始 ー「アイガモロボ」の除草効果を検証し、抑草効果の解明を目指すー

●アイガモロボの特徴

１．太陽光のクリーンエネルギーで稼働

☞ソーラーパネルで充電、燃料は不要

２．自動走行で作業の手間なし ☞ 田植え後3週間程度稼働

３．スマホから稼働状況やロボ位置を確認 ☞ 離れていても安心

４．スクリューで田面を濁らせ、土を巻き上げ雑草抑制

●アイガモロボの雑草抑制メカニズム

参考
情報

無除草

ロボ有

73%減

【農研機構での実証実験結果】

●実証試験事例 （2022年 広島県神石高原町）

ロボ引き上げ時の様子

アイガモロボ除草のみで雑草

量を73％削減し、収量は2割UP
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【みどりの食料システム戦略法に基いた自治体活動の参考例】

8/31みどりの食料システム
戦略会議資料抜粋

問い合わせ先

大崎市有機農業・ グリ ーン化推進協議会（ 宮城県大崎市）

構成員： 大崎市、 県普及センタ ー、 JA、 農業者、 農機メ ーカ ー

背景・ 課題

世界農業遺産「大崎耕土」（平成29年認定）の豊かな自然環境
を維持しながら将来にわたって持続可能な農業を地域に定着させ
るため、環境保全型農業を広く普及する。担い手が減少する中で、
スマート農業機器の導入を契機とした若者や女性の活躍にも期待
している。

みどり 戦略実現に向けて

取組メニュー：グリーンな栽培体系への転換サポート 品目：水稲

環境負荷軽減の取組 〇化学農薬の使用量低減（除草剤ゼロを目指して検証）

検討するグリ ーンな栽培体系

取組
時期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １ 月 2月 3月

①化学農薬の使用量低減：アイガモロボットによる水田の雑草抑制
②省力化：アイガモロボットによる水田の雑草抑制（除草作業の削減）
③省力化：水管理システムによる水田の水位等の遠隔管理（見回り時間の削減）
④省力化：ロボット草刈機による畦畔等の除草（除草作業の軽労化・コスト削減）

①、 ②
③

調達 生産 流通 消費

育苗 田植え 本田管理 収穫

④

大崎市産業経済部農林振興課（TEL：0229－23－7090）

アイ ガモロボッ ト 導入による栽培体系転換に合わせ、 ３ 種のスマート 農業機器で省力化。

アイ ガモロボッ ト

水管理システム

ロボッ ト 草刈機

GPSを利用した自動航行で泥を巻き上げ
光合成を抑制し除草剤の散布回数を削減。

スマホで水位等のデータを見て遠隔操作
で水量調整。見回りの頻度・時間を削減。

リモコンロボットで畦畔等の除草作業を
軽労化。シェアリングでコスト削減。

位置図

①、②アイガモロボット活用に
よる雑草抑制

③水管理システムによる遠
隔管理

④ロボット草刈機による畦畔等
の除草

アイガモロボット

ロボット草刈機

水管理システム

1



22
【アイガモロボ説明：金子農水大臣】

金子(当時)農水大臣、平方農産局長が実証実験先である新潟県上越市を視察訪問
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【アイガモロボ説明：末松文科大臣】

文科省、宮城県、東北大、IDF(石巻ドリームファクトリー)による産学官連携の技術がアイガモロボに量産初採用
ミニアイガモロボによる小学5年生に向けたプログラミング、社会(田んぼ)、理科(光合成)などの複合教育

震災前の石巻市旧飯野川第2小学校の校舎でバッテリーを生産
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【小学校5年生の総合教育 プログラミング/田んぼ/理科/地域課題の特別授業】

宮城県仙台市立岡田小学校、福井県勝山市立鹿谷小学校にて特別授業を実施
Natural Styleさん主導により、子供がアイガモロボの光合成阻害の仕組み、原材料価格の高騰により化学農薬の価格
高騰、プログラミングのミニアイガモロボによる実践を行った
子供たちは全員生き生き！田んぼ脇でプログラミングとロボ稼働のトライ＆エラーを繰り返し、ロボが動くまで楽しんだ
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【東都生協のアイガモロボ応援隊の取り組み事例】

一口1,000円で消費者が生産者を応援する仕組み、「食べつづける約束があって、生産者はつくり続けられる」


